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沼
田
町
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

　

12
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た「
沼
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
お
い
て
、
Ｈ
31
年
度
末
の
目
標
人
口
を
３
，２
１
７
人

と
定
め
、
こ
の
目
標
人
口
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
具
体
的

な
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
「
沼
田
町
総
合
戦
略
」
を
関
係

団
体
（
産
官
学
金
労
言
）
の
ご
協
力
の
も
と
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の

町
を
こ
れ
か
ら
担
っ
て
い
く
若
い
人
達
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

推
進
会
議
で
は
、
総
合
戦
略
の
策
定
と
右
記
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
事
業
の
達
成
度
や
効
果
等
を
客
観
的
に

毎
年
度
検
証
し
ま
す
。

　
「
沼
田
町
総
合
戦
略
」
で
は
、
国
の
総
合
戦
略
を
基
礎

と
し
た
な
か
で
、
住
民
と
と
も
に
進
め
る
参
加
型
の
地
域

づ
く
り
を
行
う
沼
田
町
独
自
の
戦
略
と
す
る
た
め
に
、
現

在
進
め
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
柱
と
し

た
な
か
で
、
今
い
る
住
民
が
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
と
併
せ
て
、
町
外
か
ら
本
町
へ
の
移
住
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
４
つ
の
プ
ラ
ン
を
基
本
と
し
た
取

組
み
を
戦
略
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

Action Do

Plan

Check
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PDCA サイクル

確認

実行

評価

まち・ひと・しごと総合戦略推進会議

住民
+

行政
+

専門家

推進会議の役割

・効果の検証
・目標の確認
・活動内容の確認

Plan ３
農業を柱とした

若者中心の小さな
経済づくりを目指す

結婚・出産・子育ての
若者の希望を

かなえる

Plan ４
子どもが戻ってくる

ふるさとづくりを目指す

時代に合った
地域をつくり、

安心な暮らしを守る

Plan ２
最後まで健康で安心して
暮らせるまちを目指す

地方にひとの
流れをつくる

Plan １
コンパクトな
まちを目指す

地方にしごと
をつくる

総合戦略の基本目標 総合戦略の４つのプラン

組換え

沼田町総合戦略の基本目標

　沼田町総合戦略で定めた４つのプランを推進していくために、それぞれのプラン
毎に基本目標を定めました。

　誰もが住みやすい、住んでみたくなる町を目指していく為に、各プランに沿った
具体的な施策に取り組み、施策毎に設定した重要業績評価指標（ＫＰＩ）である数
値目標の達成度や効果等を検証し、継続的に事業の改善を行うことで、１２月号で
ご紹介した「沼田町人口ビジョン」における目標人口（Ｈ３１年度末）３，２１７
人の維持、確保につなげていきます。

■目標を達成するためには・・・
　これらの目標を達成するためには、行政だけではなく町民皆さんのお力添えも必
要となりますので、移住希望を持つ知友人等への魅力発信や人口維持・確保につな
がる情報の提供等、様々なかたちでのご協力をお願いします。

　プラン１　コンパクトなまちを目指す

指　　針 基準値 目標

小さな拠点の整備で生活しやすくなったと思う割合 41.5％ 50.0％

　プラン２　最期まで健康で安心して暮らせるまちを目指す

指　　針 基準値 目標

６５歳以上の健康寿命（男性） 70.4 歳 74.0 歳

６５歳以上の健康寿命（女性） 73.6 歳 82.0 歳

合計特殊出生率 1.32 1.50

　プラン３　農業を柱とした若者中心の小さな経済づくりを目指す

指　　針 基準値 目標

雇用（新規設立農業法人含む） - 30 人

起業 - 5 件

農業粗収入　１, ０００万円以上の割合 87.5％ 95.0％

　プラン４　子どもが戻ってくるふるさとづくりを目指す

指　　針 基準値 目標

転入超過者数 △ 56 人 247 人

婚姻数（４０歳未満） 年 13 組 年 16 組 ▲若者によるワークショップ（２回開催）


